
プロジェクトに参画している酪農家さんにお話を伺いました！
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地域の未利用資源を活用してJ-クレジットの創出！！

５月

2026年

琴浦町の大山乳業農業協同組合（以下

「大山乳業」という）は、三光株式会社

（本社：境港市）及び一般社団法人C2X

（本店：東京都）と共同申請・認証され

た（令和７年2月）農業分野におけるJ-

クレジット制度の「バイオ炭※の農地施

用」の取り組んでいます。

本取組は、農林水産省の「第12回ディ

バイオ炭施用は、取組から

約1年を迎え、大山乳業の組合

員5名が担い、炭素貯留効果が

約200ｔ超となっています。

間もなく当該クレジットが

売却される予定ですが、クレ

ジット売却後は、取組みに参

加する組合員にも利益還元さ

れます。

バイオ炭 堆肥とバイオ炭を混合する様子

ディスカバー農山漁村の宝の表彰状

取組に参画している森田さん

～バイオ炭施用の感想～
・「下水汚泥」と聞いて、菌などが残っているのでは。と当初は不安だっ
たが、実際に敷料に使用しても特に問題はなかった。

・おが粉よりも、水分調整材としての機能は良いと感じる。
・炭の調達等は、大山乳業さんにお任せしているので、安心している。

◆農業分野のJクレジット制度の詳細はこちら
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/climate/jcredit/top.html
◆大山乳業農業協同組合のHP
https://dainyu.or.jp/

※ 「バイオ炭」とは、燃焼しない水準に管理された酸素濃度の下、350℃超の温度でバイオマスを加熱して作られる固形物のこと
で、大山乳業で使用しているバイオ炭は、県内の廃棄物処理会社が地域で回収した下水汚泥を焼却したものを購入しています。

脱炭素チャレンジカップ2026の盾

スカバー農山漁村の宝」で優秀賞、「脱炭素チャレンジカップ2026」では、オルタナ最優秀ストー

リー賞を受賞するなど、高い評価を受けています。

酪農業界では、堆肥の水分調整材として使用される「おが粉」が円安等による価格上昇で調達難で

したが、バイオ炭に代替することで、調達コストが抑えられます。さらに土壌改良やバイオ炭を混ぜ

ることにより、堆肥の脱臭効果も期待できます。

また、今後は参画する組合員数を増やし、本取組のさらなる発展を目指しています。



インフォメーション

◎ 「News Letter」は、原則奇数月に発行しています。
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◆ニュースレターに関するアンケートにご協力ください。 https://www.contactus.maff.go.jp/j/chushi/form/nl180401.html

第3回みどり戦略学生チャレンジの参加登録を募集しています!

農林水産省では、2050年に向けて、食料・農林水産業の
生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現するため
の新たな政策方針として、2021年に「みどりの食料システ
ム戦略」を策定しました。本戦略では、調達、生産、加工・
流通、消費の各段階の環境負荷低減の取組を推進しています。

こうした取組の一環として、将来を担う若い世代の環境に
配慮した取組を促すため、大学生や高校生等の個人・グルー
プが「みどりの食料システム戦略」に関わる活動を実践する
機会として「みどり戦略学生チャレンジ」を実施しています。

参加登録期間は7月31日までとなっております。皆様のご
応募をお待ちしています。

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/challenge.html

詳細については、農林水産省のサイトをご覧ください。

クマにご注意下さい！

各地でクマによる人身被害が多発してます。
農作業や鳥獣対策を行う際は、クマとの不意の遭遇に十分ご注意下さい。

https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/tyuuikanki/index.html

近年、クマの個体数の増加、分布の拡大に伴い、市街地への
出没や人身事故の発生などが多く報告されています。
登山等の行楽シーズンを迎え、人が山野へ立ち入る機会が多

くなります。今年度は４月に東北地方でクマ出没警報や注意報
が発令されており、より一層の注意が必要です。

今後、農業現場においても農繁期を迎えることから、クマの
出没による人身被害、農作物被害等の防止に向けて、農林水産
省として「農業現場におけるクマ出没等に関する注意喚起リー
フレット」等を作成しております。

詳細については、農林水産省のサイトをご覧ください。


